
曜日 水曜

時限 3限

　【教員実務経験】

ヘアメイクアップアーティストとしての知識やマナー・就職活動への取り組み・自己分析を行う。

授業形態 小テスト・定期試験

1 演習

2 演習

3 演習 小テスト５点

4 演習

5 演習 小テスト５点

6 演習

7 演習 中間試験２０点

8 演習

9 演習 敬語・マナーチェック② 小テスト５点

10 演習

11 演習 小テスト５点

12 演習

13 演習

14 演習 定期試験５０点

15 演習 小テスト１０点

筆記用具・授業で配布される資料

受講生への
メッセージ

多様化したヘアメイク現場に適した技術力を身につけ、目標を持って日々の学生生活を過ごして欲しい。

卒業前の後期、今一度自分の原点に立ち返り、前へ進む一歩を踏めるよう1回1回を大切に受講してほしい。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

定期に向けての復習授業

定期試験

定期試験フィードバック・成績評価

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：スケジュール帳、携帯電話、筆記用具

時間外学習：授業のノートのファイリング

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）

♢出席：出席率70％以上(下回る場合は単位認定は無し、E評価となる)

♢合否：60点以上で合格(A：100～90　B：89～80　C：79～70　D：69～60)

 否(E：評価資格喪失　F：59～0)

実習や習熟度が測れないものはS・U評価

　【授業の学習内容】　

社会人基礎力⑥

授業計画・内容

残り半年の目標確認・設定

業界別職業理解

敬語・マナーチェック

社会人基礎力①

社会人基礎力②

社会人基礎力③

中間テスト

社会人基礎力④

社会人基礎力⑤

お金について。

2
30

教員 岩永宙也/廣田育美
美容・社会人現場で5年以上実務経験のある教員が社会人として必要な社会人基礎力を身につける

ために授業を行う。

　【到達目標】
美容業界で必要とされる即戦力人材として活躍できるマインドを身につける。
自分が希望する就職先を見つけ、そこに到達するための計画を能動的に考える。

学科・専攻 ヘアメイク科 授業
形態

演習
単位
時間

2026年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 プロフェッショナルへの道Ⅱ 必修
選択

必修 年次 2 開講区分 2セメスター(後期）


